
凡例
　　　　間伐・下草整理
　　　　重点範囲
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　（７）植栽（管理）計画
主郭・西曲輪の堀・土塁や石積みは館跡の主要な構造を今日に伝えている。しかしながら、

現状では密集する樹木のために一望のもとに視認することが難しい。

現在までに、武田神社が主体となり大手門付近等の間伐や下草刈りを行ってきたものの、十

分とは言えない状況である。

この計画では、遺構保護と館構造の顕在化を目的に、主郭の南・東・北面や西曲輪北面、さ

らに梅翁曲輪松木堀について重点的に間伐を行う範囲と位置付けて、更なる推進を図る。

植栽管理計画図　S=1:4000
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　（８）サイン計画
主要な遺構や設定した動線に従って、効果的にサインを設置する。

既設サインには複数の形状・仕様があるが、老朽化したものや破損したものも多い。この計

画では大手門周辺ゾーンに設置したサインの意匠に統一したものとして、新設及び改修するも

のとする。

解説情報等のデジタルコンテンツを制作し、解説板にＱＲコードを付して利用者の携帯端末

から閲覧するなどの方法を導入する。多言語化の対応についてもＱＲコードを利用する。

・総合案内板　維持：エントランスゾーンに設置している。

・曲輪解説板　維持：主郭・大手門東史跡公園

　　　　　　　新設：稲荷曲輪・無名曲輪・御隠居曲輪・梅翁曲輪

　　　　　　　改修：西曲輪

・遺構解説板　維持：大手門東史跡公園（４基）

　　　　　　　新設：西曲輪（建物・門・堀）・味噌󠄀曲輪（西曲輪北馬出）

・誘導標識　　新設

・展望地点　　維持：竜華池（史跡の俯瞰）

　　　　　　　新設：無名曲輪付近（要害山への眺望）、躑躅が崎遊亭跡（館跡の俯瞰）

・暫定解説板　維持：家臣屋敷推定地

大手門東史跡公園　曲輪解説板

史跡周辺の現状のサイン

武田神社南側　史跡説明板 武田神社南側　神社案内板

大手門東史跡公園　遺構解説板
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大手門東史跡公園　遺構解説板

歴史館案内板

西曲輪北枡形虎口　遺構解説板

歴史館遺構解説板

暫定　遺構解説板 暫定　家臣屋敷地解説板 （他機関設置）



建物跡

惣堀・北側虎口

堀・土塁

馬出

史跡の俯瞰

歴史館

史跡説明板

神社案内板

梅翁曲輪

木橋跡・土塁・堀

史跡説明板

西曲輪南馬出
馬埋葬跡

南枡形虎口

西曲輪

主郭庭園

北枡形虎口

北土橋

馬出 無名曲輪

草花

要害山

稲荷曲輪

御隠居曲輪

お屋形様の散歩道

高坂弾正忠昌信
屋敷跡

：総合案内板

：曲輪説明板

：遺構説明板

：誘導標識

：暫定解説板

凡例

主郭土塁

天守跡

礎石建物礎石建物

門

堀跡
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サイン計画図　S=1:3000










